
年度 年間授業計画  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇

歌 器

単 元 1

単 元 2

単 元 3

単 元 4

東京都立福生高等学校

令和 7 芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

思

〇

使用教科書：
音楽Ⅰ　MOUSA(教育芸術社)

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 表現及び鑑賞の活動を通して得た知識を応用しながら理解を深め、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

自らの考えを明確に持ち、伝える表現方法を工夫す

ることができる。

様々な意見や表現方法を積極的に見聞きし、取り組

むことができる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

表現

創

曲にふさわしい発声で表情豊かに歌おう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

１

学

期

鑑
賞

知

〇

〇

〇

〇

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

〇

歌詞を明瞭にするための方法を理解し、実践する。 正しい姿勢、発声、発音、記号

歌詞の内容を理解し、どのような表現が適切か考

え、楽譜上の記号もふまえた演奏をする。 教科書プリント等

他者の意見や演奏を聞き、より良い表現ができるよ

うにする。 パート練習

正しい姿勢を作り、目的に応じた発声や発音を理解

し、意識的に変えることができている。

〇

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

楽典 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

〇
イタリア語特有のリズム感や響きを味わい、また、

曲調に応じた表現をする。 教科書プリント等

２人以上の歌唱を聴き比べ、より良い表現ができる

ようにする。 鑑賞

イタリア語の読み方を理解し、日本語の発音と区別

する。 イタリア語の発音、読み方

イタリア歌曲に挑戦しよう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

曲想や音楽の構造との関わり、文化的・歴史的背景

とのかかわりに関心を持ち、主体的・共同的に取り

組む。
鑑賞、意見発表など

各楽器の特徴、世界の諸民族音楽を理解し、楽器の

持つ美しさを味わって鑑賞する。

グレゴリオ聖歌、多声音楽、各楽

器の構造、特徴

音色、リズム、旋律、テクスチュア、構成を知覚

し、それらの働きを感受しながら、音楽の良さや美

しさを自ら味わって聴いている。
教科書プリント等

日本や世界の音楽・吹奏楽・オーケストラの魅力を味わおう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

態

〇

〇

〇

〇

配
当
時
数

12

6

6

4

音楽理論の基礎を身に付ける。 音名、音階、創作等

音楽理論の知識を曲の理解、表現へ繋げる。 教科書プリント等

読譜力を強化し、積極的に演奏に取り組めるように

する。 0

【思考力、判断力、表現力】 ・教材

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面）

既習言語の歌との違いを理解し、区別して表現を変

えることができる。

世界に視野を広げつつも、改めて日本に目を向け、

自信を持てるものを見つける。

年間を通して学習し、自力で楽譜を読むことができ

る。

楽譜通りに正しく読譜し、「調」を意識した表現が

できる。

自力で読譜しようとしている。

イタリア語と日本語の発音の違いを区別して恥ずか

しがらずに表現しようとしている。

日本語の歌との違いを理解し、区別して表現を変え

ることができる。

聴き比べを通じて、分析を行い、新たな発見を具体

的にまとめ、なおかつそれを生かしている。

【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付けるようにする

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫するこ
とや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味
わって聴くことができるようにする

 主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によっ
て生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度
を養う

各楽器の特徴、世界の諸民族音楽を理解し、楽器の

持つ美しさを味わって鑑賞しようとしている。。



年度 年間授業計画  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇

歌 器

東京都立福生高等学校

令和 7 芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

思

使用教科書：
音楽Ⅰ　MOUSA(教育芸術社)

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 表現及び鑑賞の活動を通して得た知識を応用しながら理解を深め、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

表現

創

鑑
賞

知 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付けるようにする

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫するこ
とや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味
わって聴くことができるようにする

 主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によっ
て生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度
を養う

単 元 5

単 元 6

単 元 7

単 元 8

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

キーボードの演奏を楽しもう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

〇 〇

リコーダーの基本的な奏法と、他者との調和を意識

し、演奏する。 奏法、アンサンブルの読み方

協調しながら技術の習得をし、他者との関わりを通

して自己の発展へとつなげる。 デジタル楽譜

曲を仕上げるための工夫をしている。

生徒同士で教えあい、協調しながらより良い演奏に

なるよう工夫している。

習熟度に応じた課題曲(独奏、二重奏)を演奏する。

リコーダーアンサンブルを楽しもう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

鑑賞を通して音楽史を深めよう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇

アンサンブルを成功させる工夫をしている。

きれいな音色にするための奏法を映像や活動から習

得している。

課題解決に向けた考えを持ち、実行することができ

る。

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

時代ごとの音楽の特徴を理解し、鑑賞や演奏をする

ことができる。

教科という枠に捉われずに学ぶ姿勢がある。

考えを自分の言葉でまとめることができる。

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

英語と既習言語の発音の違いを区別して恥ずかしが

らずに表現しようとしている。

既習言語の歌との違いを理解し、区別して表現を変

えることができる。

ゴスペルに挑戦しよう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

２

学

期

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

6

12

4

8

英語の読み方を理解し、グルーヴを感じながら、表

現する。 英語の発音、読み方

英語特有のリズム感やグルーヴ感を味わい、曲調に

応じた表現をする。 教科書プリント等

曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との

関わりに関心をもち、主体的に歌唱の学習活動に取

り組もうとしている。

既習言語の歌唱学習や音楽史の学習と関連づけ国際

社会における問題にも関心を持つようにする。 鑑賞、意見交換など

アンサンブルならではの課題を考え、人数、曲想に

応じた演奏をする。 教科書プリント等

音楽と時代の密接な関係を考え、それらを自分の言

葉でまとめたり表現する。 教科書プリント等

音楽史を通じて、他分野にも及ぶ知識や教養を身に

付け、学びの楽しさを得る。 鑑賞

時代ごとの音楽の特徴を理解し、鑑賞する。 歴史的背景、鑑賞、曲の形式等

音色、リズム、旋律を知覚し、曲想に応じた演奏を

する。 教科書プリント等

独奏、連弾を通じ、それぞれの良さを味わうととも

に、協調性を培う。 デジタル楽譜

キーボードの基本的な奏法を理解し、演奏する。 キーボードの奏法、楽典、連弾

〇

〇



年度 年間授業計画  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇

歌 器
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芸術 音楽Ⅰ 2

思

使用教科書：
音楽Ⅰ　MOUSA(教育芸術社)

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 表現及び鑑賞の活動を通して得た知識を応用しながら理解を深め、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

表現

創

鑑
賞

知 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付けるようにする

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫するこ
とや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味
わって聴くことができるようにする

 主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によっ
て生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度
を養う

単 元 9

単 元 10

単 元 11

単 元

ミュージカルを通して他の芸術との関わりを理解しよう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

よく聴き合って合唱・合奏しよう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇
音色、リズム、テクスチュア、構成等を知覚し、音

楽の良さや美しさを自ら味わって聴いている。 教科書プリント等

音楽の特徴と他の芸術との関わりに関心をもち、主

体的に学習活動に取り組む。 鑑賞

曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて理解

し、鑑賞や演奏する。 曲想、構造、総合芸術
日本の音楽の特徴を捉えた鑑賞をしたり、背景や意

味を理解しながら演奏する。

考えを自分の言葉でまとめることができる。

音楽の特徴と他の芸術との関わりに関心をもち、主

体的に学習活動に取り組もうとしている。

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

１年間の学習したことを理解し、すべて実践する。 発声、発音、記号、ハーモニー

曲の理解を共有し、適切な表現を判断する。 教科書プリント等

集団における自己の役割を自覚するとともに、他者

への思いやりももつ。 意見交換など

楽譜通りに演奏し、響きに注意をし、イメージを表

現しようとしている。

考えを共有し、適切な表現方法を工夫することがで

きる。

全員が納得できる方法を考えて行動している。

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

〇 〇

１年間の学習してきた音楽の諸要素を盛り込んで作

曲する。 音符・リズム・音色の知識

自作することで、楽典理解・表現力の向上へ繋げ

る。 教科書プリント等 条件に応じたものを作ることができる。

楽譜をきちんと読み、理解することができる。

音符の知識が習得できている。

創作してみよう 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

３

学

期

〇

〇

音楽の諸要素を通して作者の考えを理解しようとす

る。 創作アプリ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

4

6

2〇


